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【表紙の説明】 
 

中央＝和辻哲郎（1889〜1960）：近代⽇本の倫理学者。兵庫県仁豊野（現在の姫路市）に⽣まれ、第⼀⾼等
学校、東京帝国⼤学に学ぶ。東洋、法政、京都帝国⼤学などでの勤務を経て、1933 年東京帝国⼤学倫理学
講座教授に就任。囲碁、独⾃の倫理学⼤系を構築するとともに、現在の東⼤倫理学研究室の礎を築いた。主
著『倫理学』は、近代⽇本におけるもっとも独創的かつ体系的な哲学書である。和辻の旺盛な知的関⼼が、
今⽇の倫理学の研究分野のひろがりを可能にしている。 
 
左上＝ソクラテス（BC469?〜399）：古代ギリシャの哲学者。刑死するまで対話をつうじて、徳や知とはな
にかを探究し続けた。今⽇まで続く倫理学的思考の歴史の原点にあるのは、弟⼦のプラトンが描いた「美し
く若くなったソクラテス」（プラトン「第⼆書簡」314C）のすがたである。 
 
右上＝鍋島直茂（1538〜1618）：肥前佐賀藩の藩祖。三島由紀夫も愛した武⼠道の古典・⼭本常朝『葉隠』
は、直茂以来の佐賀藩の精神⾵⼟のなかから⽣まれた。 
 
左下＝親鸞（1173〜1263）：浄⼟真宗の開祖。「他⼒本願」「悪⼈正機」などに代表される、親鸞の特異な信
の形は、現在の倫理学思考にも根本的な問題を突きつけている。 
 
右下＝カント（1724〜1804）：近代ドイツの哲学者。⻄洋哲学の伝統のラディカルな変⾰者＝イマニュエ
ル・カントの思考を⽀えていたのは、⼈間存在の倫理への、彼⾃⾝の独特な視線であった。 
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倫理学 
◇教員◇ 
教 授：頼住 光⼦ 
准教授：古⽥ 徹也 
助 教：⻑野 邦彦 
◇学⽣◇ 
学部：12 名、修⼠課程：4 名、博⼠課程：4 名 

 

（※以下、東京⼤学⽂学部発⾏「PROSPECTUS 2023」より⼀部改訂のうえ抜粋） 
 

「倫理学」という学問に、⼈が抱くイメージや期待にはおそらくさまざまなものがあるだろう。⽇常の⾏
為の善悪について研究するということを思い浮かべる⼈もあるであろうし、また、ソクラテスの⽣に重なる
ような「よき⽣」の追求を思い描く⼈もあるだろう。⾃らの⼈⽣についての問いを直接重ねようとする⼈も
あるだろうし、また、今⽇的な社会問題への積極的な発⾔を期待する⼈もいよう。倫理学専修課程に進学し
てくる学⽣諸君の思いも、そのようにきわめて多様なものであろう。 

しかし、それが⽂学部のなかで、しかも思想系の学問分野の中での倫理学研究となると、そのありかたも
限定されてくる。⽂学部の学問が原典テクストの精密な読解を⾝上とするように、倫理学専修課程の学問も、
倫理学についての原典テクスト、就中古典のテクストの読解をその基本とすることになる。その点では思想
史研究が中⼼となるのであり、現実的課題との関わりは間接的なものにとどまるということになろう。その
ことはしかし、倫理という⾔葉に対する各⼈各様の思いを否定するものでは決してない。むしろ古典の読解
にこそ、それぞれの思いが最も豊かな奥⾏きをもって現実化する場⾯があるというのが、われわれの確信で
ある。 

したがって、倫理学専修課程は、独断と空理空論を控えるという最低限の謙虚さを要求される以外は、き
わめて⾃由な雰囲気に満ちている。かつてこの研究室の主任教員であった和辻哲郎は、⽇本近代において特
筆すべき倫理学の体系を築き上げたが、それは、⻄洋思想と東洋思想の融合および規範学としての倫理学と
事実の学としての諸学の融合を⽬指したものである。さらに、和辻は、倫理学以外に広く⼈⽂科学⼀般の分
野でめざましい成果を上げたことで知られているが、この多様な学問領野に開かれているという性格は、今
⽇においてなお⽣きていると⾔えるのである。学⽣の研究対象の選択も各⼈の⼤幅な⾃由に任されており、
実際、これまでの卒業⽣の研究テーマも、洋の東⻄を問わず、また古代から現代に⾄るまで、まことに多彩
である。 

倫理学専修課程の講義・演習の対象領域は、⻄洋の倫理思想と⽇本のそれとに⼆⼤別される。倫理学がい
ち早く⾃覚的な形態をとった⻄洋の思想伝統を学ぶことは、⽇本倫理思想史を専攻しようとする学⽣にとっ
ても⽋かすことはできない。⼀⽅、⻄洋の倫理学に関⼼を持つ者にとっても、⾃らが背負う伝統との対話は
必要である。相異なる領域への幅広い⽬配りが求められるのが当専修課程の特⾊である。 

 
以下、教員の紹介を兼ねて、令和元年度に倫理学専修課程が実施した全授業を列挙する。 
熊野純彦教授（令和四年度に退職）は、ドイツ観念論から現代のドイツ・フランス思想に⾄るまでの思想

史的研究をふまえながら、他者、⾝体、⾔語といった問題系、また時間、所有、⾃⼰といった主題系を、倫理
学的に、すなわち「⼈のあいだ」に根ざし、「⼈のあいだ」にかかわる問題群として思考することを試みてい



3 

 

る。「倫理学概論（Ⅰ）」（「倫理学ならびに実践哲学の基本概念」）では、“倫理学”および“実践哲学”をめぐる
基本概念（“テオーリア”“プラクシス”等）を、古代ギリシャの倫理思想にまでさかのぼって考察した。また
「倫理学演習」では、カント『⼈倫の形⽽上学』、ベルクソン『意識に直接あたえられたものをめぐる試論』
をそれぞれ取り上げ、精読し、精⼒的な議論を喚起した。 

頼住光⼦教授は、⽇本⽂化の根幹を形作っている仏教思想について、道元や親鸞の著作を中⼼としつつも、
⽇本仏教の全般、さらには⼤乗仏教の経典論釈全般にわたって幅広く研究している。「倫理学概論（Ⅱ）」で
は、⽇本における倫理思想史の展開について、仏教、儒教、神道など主要な教説や⽂学等を⼿掛かりとしな
がら概説した。「倫理学演習」（「⽇本倫理思想史演習」）では、⽇本倫理思想史を考えるための基本⽂献とし
て、主として道元『正法眼蔵』のテクストを講読した。それを通じて受講者が、⽇本倫理思想史の基本的な
発想⽅法について習熟し、⽇本倫理思想史研究の⽅法論を⾝につけることを⽬指した。「東洋倫理思想史概説」
では、⽇本の仏教思想の展開についてインド仏教以来の諸仏典の読解をてがかりとしつつ跡づけた。また⽇
本仏教の特⾊を⽐較思想的観点から検討した。 

古⽥徹也准教授は、「⾔語」「⼼」「⾏為」の各概念を⼿掛かりにして、主に英語圏とドイツ語圏の現代哲学・
倫理学を研究している。主に関⼼を向けているのはルートウィヒ・ウィトゲンシュタインの哲学である。「⻄
洋倫理思想史概説」では、「運」というキーワードを軸にして、古代から現代までの⻄洋の倫理思想史を跡づ
けた。また、「倫理学演習」では、ウィトゲンシュタインの主著『哲学探究』を精読するほか、現代の英語圏
の倫理学における基本⽂献を批判的に検討し、⻄洋倫理思想に本格的に⾜を踏み⼊れるための知識と思考能
⼒を受講⽣が養うことを企図した。さらに「倫理学特殊講義」（※⻑野邦彦助教との連名講義）では、倫理思
想史全体の鍵となるいくつかの概念および思想家について概観し、倫理学という学問に⼊⾨する⼿引きとし
た。 
 
その他、令和四年度の⾮常勤講師による講義の題⽬は、以下の通りである（肩書きは令和四年度当時のもの）。 
吉⽥真樹（静岡県⽴⼤学） 東洋倫理思想史概説「倫理学・⽇本倫理思想史の基礎」 
⽯井清純（駒澤⼤学） 倫理学特殊講義「⽇本の禅思想」 
三重野清顕（東洋⼤学） 倫理学特殊講義「⻄洋近代哲学の諸問題」 
板東洋介（筑波⼤学） 共通講義「⽇本の思想と宗教」 

 
このように、倫理学専修課程は、⼀⽅では古典的学問研究を尊重しつつも、他⽅では、哲学、社会科学、

宗教学、⽇本思想等の諸学問に開かれた幅広い内容を持つ学問を⽬指しているという点で、思想系学科のな
かでも特徴を⽰していると⾔える。そのことは、当専修課程を卒業し、その後研究者の道に⼊った先輩の学
問にも明らかである。そのような条件をどう⽣かすかは、学⽣諸君の⾃発的研究に期待されている。 
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学部開講科⽬⼀覧（2023 年度） 

授 業 科 ⽬ 講 義 題 ⽬ 

担当教員情報 開講情報 

⽒  名 所  属 
開 講 
ターム 

曜 

⽇ 

時 

限 

倫理学概論Ⅰ 倫理学の基本概念 中野裕考 
お茶の⽔⼥
⼦⼤学 

S1＋S2 ⽊ 2 

倫理学概論Ⅱ ⽇本倫理思想史概説 頼住光⼦ 本学 A1＋A2 ⽊ 2 

⻄洋倫理思想史概説 
Ⅰ・Ⅱ 

⾔葉をめぐる倫理思想史 古⽥徹也 本学 
S1＋S2 
A1＋A2 

⽉ 4 

東洋倫理思想史概説Ⅰ 倫理学・⽇本倫理思想史の基礎 頼住光⼦ 本学 S1＋S2 ⾦ 3 

東洋倫理思想史概説Ⅱ 倫理学・⽇本倫理思想史の基礎 
吉⽥真樹 
 

静岡県⽴ 
⼤学 

S1＋S2 
A1＋A2 

⾦ 3 

倫理学特殊講義Ⅰ ⽇本倫理思想史の基本問題 
古⽥徹也 
⻑野邦彦 

本学 S1＋S2 ⽕ 4 

倫理学特殊講義Ⅱ ⽇本の禅思想 ⽯井清純 駒澤⼤学 S1＋S2 ⽔ 5 

倫理学特殊講義Ⅲ ⻄洋近代哲学の諸問題 三重野清顕 東洋⼤学 A1＋A2 ⾦ 2 

倫理学演習Ⅲ・Ⅳ ⽇本倫理思想史の諸問題 頼住光⼦ 本学 
S1＋S2 
A1＋A2 

⽉ 5 

倫理学演習Ⅶ・Ⅷ 
ウィトゲンシュタイン『哲学探究』
を読む 

古⽥徹也 本学 
S1＋S2 
A1＋A2 

⽔ 2 

倫理学演習Ⅸ・Ⅹ 
英語圏の現代倫理学の重要⽂献を
読む 

古⽥徹也 本学 
S1＋S2 
A1＋A2 

⽔ 4 
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教員紹介（2023 年 4 ⽉現在） 
 

（1）頼住光⼦ 
 

1961 年神奈川県⽣まれ。⽇本思想担当。専⾨は道元を始めとする⽇本仏教思想。斯界の
第⼀⼈者として、いわゆる宗⾨とは異なった切り⼝で、和辻哲郎によって切り拓かれた
倫理学・⽇本倫理思想史の⽅法に基づいて、テクストを厳密に読み解き、その思想的／現
代的な意義を提⽰している。仏教および道元などに関する⼊⾨書を始め、著書多数。 

 
〈著書〉 
 『道元 ⾃⼰・時間・世界はどのように成⽴するのか』（NHK 出版、2005） 
 『⽇本の仏教思想 原⽂で読む仏教⼊⾨』（北樹出版、2010） 
 『道元の思想 ⼤乗仏教の真髄を読み解く』（NHK 出版、2011） 
 『正法眼蔵⼊⾨』（⾓川書店、2014） 
 『さとりと⽇本⼈』（ぷねうま舎、2017） 
 

〈共著〉 
 『⼈間の社会と宗教』（保坂俊司他(著)、北樹出版、1998） 
 『⼈間の⽂化と宗教』（保坂俊司他(著)、北樹出版、2000） 
 『思想の⾝体 徳の巻』（⿊住真他(著)、春秋社、2007） 
 『「いのち」の流れ』（峰島旭雄先⽣傘寿記念論⽂集編集委員会(編)、北樹出版、2009） 
 『宗教を考える教育』（頼住光⼦・宗教教育研究会(編)、教⽂館、2010) 
 『道の⼿帖 井筒俊彦 ⾔語の根源と哲学の発⽣』（安藤礼⼆他(編)、河出書房新社、2014） 
 『東アジアの共通善 ―和・通・仁の現代的再創造をめざして―』（荒⽊勝（監修）・邊英浩（編）、岡⼭⼤学出版会、

2017） 
 『⽇本仏教を捉え直す』（末⽊⽂美⼠他(著)、放送⼤学教育振興会、2018） 
 

〈訳書〉 
 オームス『徳川イデオロギー』（⿊住真他（共訳）、ぺりかん社、1990） 
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（2）古⽥徹也 
 

1979 年熊本県⽣まれ。⻄洋思想担当。英語圏とドイツ語圏における近現代の哲学・倫理
学全般を専⾨とし、特にルートウィヒ・ウィトゲンシュタインの哲学を⼟台にしながら
も、専⾨領域に囚われず、⾔語・⾏為・⼼・運などのテーマを広い視点で考察を重ね定評
を得ている、我が国における新進気鋭の哲学者の⼀⼈。2019 年度サントリー学芸賞受賞。 

 

 

〈著書〉 
 『それは私がしたことなのか ⾏為の哲学⼊⾨』（新曜社、2013） 
 『⾔葉の魂の哲学』（講談社、2018） 
 『ウィトゲンシュタイン 論理哲学論考』（KADOKAWA、2019） 
 『不道徳的倫理学講義 ⼈⽣にとって運とは何か』（筑摩書房、2019） 
 『はじめてのウィトゲンシュタイン』（NHK 出版、2020） 
 『いつもの⾔葉を哲学する』（朝⽇新聞出版、2021） 
 『このゲームにはゴールがない ひとの⼼の哲学』（筑摩書房、2022） 
 

〈共著〉 
 『ウィトゲンシュタイン KAWADE 道の⼿帖』（河出書房新社、2011） 
 『科学技術の倫理学』（勢⼒尚雅(編著)、梓出版社、2011） 
 『感性学 触れ合う⼼・感じる⾝体』（栗原隆（編）、東北⼤学出版会、2014） 
 『科学技術の倫理学Ⅱ』（勢⼒尚雅・古⽥徹也(編著)、梓出版社、2015） 
 『経験論から⾔語哲学へ』（勢⼒尚雅・古⽥徹也(著)、放送⼤学教育振興会、2016） 
 『これからのヴィトゲンシュタイン』（荒畑靖宏・⼭⽥圭⼀・古⽥徹也(著)、リベルタス出版、2016） 
 『⾼等学校 新倫理 新訂版』（菅野覚明・熊野純彦・ ⼭⽥忠彰(編)、清⽔書院、2017） 
 

〈訳書〉 
 ウィギンズ『ニーズ・価値・真理 ウィギンズ倫理学論⽂集』（共訳、勁草書房、2014） 
 ダイアモンド『ウィトゲンシュタインの講義 数学の基礎篇 ケンブリッジ 1939 年』（共訳、講談社、2015） 
 ウィトゲンシュタイン『ラスト・ライティングス』（講談社、2016） 
 『現代倫理学基本論⽂集 II 規範倫理学篇１』（⼤庭健(編)、古⽥徹也(監訳)、勁草書房、2021 年） 
 『現代倫理学基本論⽂集 III 規範倫理学篇２』（⼤庭健(編)、古⽥徹也(監訳)、勁草書房、2021 年） 
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東京⼤学⽂学部倫理学研究室 卒業論⽂題⽬リスト 
（※過去の卒業論⽂は倫理学研究室にて閲覧することができます） 

 
〈平成２７年度〉 
① 「ヤスパース哲学における実存と超越者」 
② 「⻑阿含経の基本構造の解明」 
③ 「『兵法家伝書』における「平常⼼」の内容とその普遍性」 
④ 「鴨⻑明『発⼼集』における和歌について」 
⑤ 「⼼戒と⻑明に注⽬して『発⼼集』を読み解く 第七巻⼗⼆話を⼿掛かりに」 
⑥ 「『教⾏信証』に⾒る親鸞の易⾏思想とその背景」 
⑦ 「親鸞における「信」の問題について」 
⑧ 「⽇蓮『開⽬抄』における正しさへの態度」 
⑨ 「荷⽥在満『国歌⼋論』について」 
⑩ 「『⼼中天の網島』における治兵衛にとってのおさんと⼩春について」 
⑪ 「柳⽥國男の⾵景・旅の思想」 
 
〈平成２８年度〉 
① 「『直毘霊』における神の畏れについて」 
② 「国家と戦争 ヘーゲルの政治思想における戦争の倫理的意義」 
③ 「ニーチェ『道徳の系譜学』における暴⼒性の解釈」 
④ 「『教⾏信証』における悪⼈往⽣について 阿闍世の五逆罪に対する『⼤無量寿経』の救済除外規定と親

鸞の悪⼈往⽣思想」 
⑤ 「『全体性と無限』における「ことば」」 
⑥ 「「葉隠」における「純⼀無雑」」 
⑦ 「空海における悟りの理解について」 
⑧ 「個性と運命 ヘーゲル『精神現象学』の「作品 Werk」をめぐる思考」 
 
〈平成２９年度〉 
① 「レヴィナスのブランショ解釈」 
② 「⽇本の⾵⼟と精神性」 
③ 「『エミール』倫理の所在」 
④ 「カント『実践理性批判』範型論の読解 ⾃然法則が範型として機能することについて」 
⑤ 「⻄⽥幾多郎『現実の世界の論理的構造』の⽣死観」 
 
〈平成３０年度〉 
① 「太宰治『お伽草紙』論」 
② 「「桜川」との対⽐に⾒る謡曲「隅⽥川」の主題」 
③ 「『歎異抄』における悪⼈正機の倫理的考察」 
④ 「『発⼼集』と発⼼・遁世のあり⽅」 
⑤ 「聖徳太⼦信仰の描写法とあり⽅・変化について」 
⑥ 「『古事記』におけるホムチワケ考」 
⑦ 「本居宣⻑と⽇本⼈の死⽣観」 
⑧ 「⽇本の⾵⼟と精神性」 
 
〈平成 31 年度 / 令和元年度〉 
① 「カントの「観念論論駁」について」 
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② 「儒学の観点から⾒た荻⽣徂徠の経済政策」 
③ 「『発⼼集』に⾒る数寄・⾵流の仏教的な意味」 
④ 「「梅岩思想の核⼼となる都鄙問答」〜梅岩思想の与えた思想史的意義の再考〜」 
⑤ 「『悪魔と神』における政治の倫理―個⼈と集団の弁証法を超えて 
⑥ 「欲望と⽣命――『精神現象学』「⾃⼰意識」章冒頭部分における実践哲学的問題」 
⑦ 「上⽥秋成の命禄論」 
⑧ 「『選択本願念仏集』の思想について」 
⑨ 「宮本武蔵著『五輪書』における武⼠道に⾒る近代以降の武道精神の源流」 
⑩ 「『五輪書』の思想 宮本武蔵の武⼠観」 
⑪ 「井原⻄鶴『武家義理物語』における武⼠の倫理」 

 
〈令和２年度〉 
① 「シノペのディオゲネスの倫理思想「⽣への志向」の哲学」 
② 「正義の倫理とケアの倫理の関係」 
③ 「義務の導出におけるカントの定⾔命法の有効性――クリスティン・コースガードの論考をめぐって」 
④ 「規範倫理学における徳倫理の検討」 
⑤ 「『葉隠』における「和」の思想」 
⑥ 「レヴィナス『全体性と無限』における欲望の⾃我論的意義」 
 
〈令和３年度〉 
① 「アリストテレス『ニコマコス倫理学』における対⼈関係論と倫理学の問題」 
② 「デイヴィッド・ヒュームの⾃由論」 
③ 「1940 年代のレヴィナスにおけるエロス・繁殖性概念の射程」 
④ 「R・M・ヘアの合理的な道徳的推論への批判的検討」 
⑤ 「ドゥオーキンにおける「善き⽣」の追求 「平等」と「共同体」をめぐって」 
 
〈令和４年度〉 
① 「⾃⼰了解と倫理的態度 『存在と時間』における良⼼論の読解」 
② 「ジャック・ラカン「⽂字の審級」論⽂におけるシニフィアン」 
③ 「時間の論理学による哲学的議論の明晰化」 
④ 「『葉隠』における近世武⼠の死⽣観」  
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東京⼤学⽂学部倫理学研究室 修⼠・博⼠論⽂題⽬リスト 
（※過去の修⼠・博⼠論⽂は倫理学研究室にて閲覧することができます） 

 
〈平成２８年度〉 
修⼠論⽂ 
①「アリストテレス倫理学における友⼈と幸福について」 
②「親鸞の三願転⼊観 第⼗九願理解に着⽬して」 
③「カントの実践的認識について 道徳における叡智的なものの理解」 
博⼠論⽂ 
①「アダム・スミスの道徳哲学と⼈間本性の合⽬的性」 
②「ヘーゲル「主観的精神論」研究 精神における主体の⽣成と条件」 
③「エレミヤ書における罪責・復讐・赦免 エレミヤ書における応報倫理の展開」 
 
〈平成２９年度〉 
修⼠論⽂ 
①「リクール倫理思想における再物語の問題 再形象化の概念を中⼼に」 
②「『教⾏信証』における『⼗住毘婆沙論』引⽂の位置 般⾈三昧から称名念仏への転形」 
 
〈平成３０年度〉 
博⼠論⽂ 
①「複数性の哲学 アーレント哲学の体系的解釈」 
 
〈平成 31 年度 / 令和元年度〉 
修⼠論⽂ 
① 「「作品」の宇宙 ヘーゲル『精神現象学』におけるアリストテレス受容の⼀断⾯」 
② 「伊藤仁斎の学問論における「⾃合於天道」」 
博⼠論⽂ 
① 「近松⾨左衛⾨の浄瑠璃作品における秩序と情念 敵役のゆくえ」 
② 「アリストテレスの倫理思想における快楽と苦痛 「⼆つの快楽論」から〈共⽣の完全化〉へ」 
③ 「ハイデガーの実存哲学 『存在と時間』の統⼀的解釈の試み」 
 
〈令和 2 年度〉 
博⼠論⽂ 
①「師弟および修⾏者間における修証の相互相依存的成⽴構造 『正法眼蔵』「古鏡」巻注解」 
 
〈令和 3 年度〉 
修⼠論⽂ 
①「『精神現象学』意識章における実在・本質」 
②「モーリス・メルロ＝ポンティの前期真理論 「真理の現実化」をめぐって」 
 
〈令和 4 年度〉 
修⼠論⽂ 
①「キュレネ派はなぜ快楽主義を採ったのか 快楽のアピールをめぐって」 
②「『全体性と無限』における責任としての主体 多元論と内部性の共存」 
博⼠論⽂ 
①「ベルクソンにおける⾃我 『直接与件』と『物質と記憶』を中⼼に」 
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（参考資料 1） 
 

1・2 年⽣のみなさんへ〜在学⽣からのメッセージ〜 
 

 

「倫理」という⾔葉を聞くと、皆様はどういったことを思い浮かべるでしょうか。 
⽇常的に使⽤される場合には道徳とほぼ同義であるように思われますが、和辻哲郎が『倫理学』にお

いて指摘したように、倫理とは、その本来の語義によれば「⼈と⼈の間柄」という⼈間のあり⽅を⽰す
ものです。そしてこの倫理学研究室は、そのような「⼈間」を、様々なテクストと格闘することをもっ
て探究することを第⼀の流儀としています。そしてその和辻の業績が物語っているように、東洋・⽇本
思想並びに⻄洋哲学を、古代から現代まで広く学べることは、他の研究室とは異なる特⾊・強みといえ
るでしょう。 

本研究室では第⼀線でご活躍されている先⽣⽅や諸先輩⽅の下で存分に思考に没頭できる環境が⽤
意されています。私⾃⾝⽇々そのような「間柄」に感謝しつつ、有意義な時間を過ごしています。新た
な倫理学徒との出会いを楽しみにしております。 

Ｓ・Ｙさん（2017 年度博⼠課程進学） 
 

 

倫理学研究室では現在、現代の世界における倫理を語るうえで⽋かすことのできない⻄洋のテクスト
を読む演習と、私たちが今学んでいる⽇本において顕現した倫理思想を映しだす、古典的な⽇本語・漢
⽂のテクストを読む演習との⼆つが開講されており、講義でも⻄洋・東洋にまたがって多様なテーマに
ついて学ぶことができます。また、ほかの専修課程や他学部の授業を取る余裕も確保されており、⾃分
の関⼼に沿って古今東⻄・学問の分野を問わず、幅広い知⾒に出会う機会が作られています。こうした
幅広い出会いを通じて⾃分の射程を広げつつ、演習では、原典のテクストを真摯に読み込むという、鍛
錬が必要ではあるけれども⾃らの軸となる専⾨性を獲得するために⽋かせない営みを積み重ねていく
ことによって、テクストの中に眠っている価値を掘り起こし、⾃分の⾔葉でそれを語る⼒を⾝につける
ことができるのだと思います。私は４年で⼤学を去る予定ですが、卒業論⽂では何とかこの営みを形に
したいと考えています。興味を持たれた皆様、ぜひ倫理学研究室へいらっしゃってください。 

Ｋ・Ｗさん（2015 年度⽂学部進学） 
 

 

（※上記メッセージは、前期課程（1・2 年⽣）向けに書かれたものです。） 
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（参考資料 2） 
 

対話の痕跡―原典講読ゼミレジュメ公開― 
 
 
（⻄洋思想） 
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（⽇本思想） 
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お問い合わせ先 

・住 所：〒113−0033 東京都⽂京区本郷 7−3−1 法⽂ 2 号館 3 階 2314 号室 
・電 話：03−5841−3760 
・メール：l_eth@l.u-tokyo.ac.jp 
 

研究室開室体制 

・平⽇ 11 時 00 分〜13 時 00 分／14 時 00 分〜16 時 00 分 
・訪問のさいは事前のアポイントメントを推奨します。 
・⻑期休暇期間の間は上記の限りではありません。 
・開室体制は予告なく変更することがあります。 


